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＜連絡事項＞

· 看護課課内研修（ケアプランと記録）の日程が17日から24日へ変更になります。各自、確認して参加してください。
· うみねこ幸房より本日、ボーナスを支給するとの情報提供ありました。利用者様の金銭管理面の観察・フォローに留意していきましょう。

＜青山荘定例会議報告・検討＞

・平　康子様(56)　　統合失調症　デイケア利用

問題点

· 現在、朝食を自炊しており必要量以上の食事準備をしてしまい摂取しがちである。

· 食費の出費が増加傾向でありレシートを紛失する事もある。

· 来所しても定期的な体重測定（毎週月曜日）を渋りがちである。

· 運動プログラム時、夏バテ気味を理由に見学など消極的参加が多い。

改善策

· 運動や体重測定の声かけをこまめに行い、減量への意識付けを出来るようにする。

· 必要な食事量・出費についてアドバイスしていく。

· 面談を通じて、定期的な血液検査の結果をフィードバックし本人の認識を促す。現在の状態が続ければ今後どうなる事が予測できるのかを伝える。

＜デイケア学会報告内容について＞

○担当者より、Solutions for welness導入後の、利用者様の反応について情報提供依頼あり。

＜メンバーの反応＞

・「3ヶ月の実施で痩せれると思っていた」との話が聞かれる。

・「3ヶ月間、食事制限されると思っていた」との話が聞かれる。

・宿題が毎週あり、文章を書く機会が多いのがストレスとの訴えが聞かれる。

・開始当初、運動プログラムだと思い、やりたくないと話す方が見られていた。

・減量した参加者が1～2人見られる。

　　・雑誌を購入し他の短期間減量プログラムに興味を持つ方がいた。

　　・休んだ際、他メンバーが誘うという事もあった。

　　・「おやつばっかり食べていたらどうなるの？」等、自分の食生活へ疑問・関心を持つ質問が聞か

れるようになってきている。

　　

≪添付資料：青山荘定例会議報告≫

田名部　一樹様～10／18に退所予定にて面談。今後は自宅で生活し体力作りを目的にジムに通う事を考えていると言うがスタッフが実行可能か再度質問を受けると「できないと思う。」と話されている。お盆など利用した短期バイトを希望し、スタッフから就労のための体力作り、職親を勧められ本人も納得されていた。外来主治医に報告し1日1時間程度ならと許可ありご家族も了解している。保健所に連絡し今後は職親を体験利用となる。

大久保　康弘様～退所についてスタッフと面談。八戸高校近くの親類経営するアパート入居を兄と共に希望している。しかし、小遣いが不足するなど経済的に厳しい為、今後は他の制度利用などの検討も踏まえ本人・兄と話し合いを予定している。

村田　昭一様～今後、ナイトケアを正式利用する予定の為、保護者である兄を書類準備に入っている。。

袴田　淑子様～9日に姉宅に外泊しあすなろ交流会は不参加している。朝食を食べたくないと話され、おやつの摂取量は変わっていない為、健康管理上、1品だけでも摂取するようスタッフと約束している。

中居　松男様～あすなろ交流会や流しそうめんなどの行事に参加。その後、自主活動のリーダーを行っているが元気が無く疲れている様子が見られている。

関　　秀治様～行事には積極的に参加する事出来ていた。本人様部屋の片付けが出来ないと話され、今週の月曜日にスタッフ援助で実施している。

奥山　以依子様～ながしそうめんのおにぎり作りの際、1回握っては割り中身の具を入れておりアドバイスするが同行為を繰り返していた。あすなろ交流会の分科会では「恋愛と結婚」に参加し特定の男性への発言が多かった。

関口　禅　　様～あすなろ交流会で参加する分科会のテーマや、外泊日程を決められずスタッフに相談してくる事がある。あすなろ交流会では自からの発言なく話し合いの輪の中で50肩体操をする事があった。

巴　　勇樹　様～週末に五戸の自宅からデイケア通所の練習をしている。あすなろ交流会の分科会では「よくわからない。」と居眠りされていた。

清水　泰雅　様～デイケアへの遅刻あり、通所時間の15分前に声掛けを行っている。本人様は起きているが手洗い行為など原因で遅刻する様子である。デイスタッフに遅刻時は声かけする約束をしているが実施できていない。1週間外泊の予定をなかなか自分から考えられず時間を要している。あすなろ交流会の分科会（成年後見制度）には積極的に参加していた。

番沢　政勝　様～お盆外泊をするか迷っており姉に相談しアドバイスしてもらっている。自主活動では積極的に参加していた。夏服が2着のみでしわもある為、スタッフが指摘すると「このしわがいいんだよ。服が足りない。お袋に見立ててもらわないと…。」と話されていた。

○青明舎から連絡事項

神山　和典様～職親更新時期であるが、休みがちな本人の勤務態度から青明舎では更新継続の前段階と考慮・検討し主治医へｒ報告している。主治医から幸房を検討してはとのお話あり今後、保健所・本人・保護者の兄・青明舎スタッフを交えて話し合い予定となる。

下妻　康貴様～今月中に職親更新予定。

